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合
し
て
新
潟
電
力
設
備
技
術

セ
ン
タ
ー
と
す
る
。
酒
田
・
長

岡
・
新
潟
の
各
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

セ
ン
タ
ー
は
引
き
続
き
残
す
。 

信
号
通
信
関
係
は
、
信
号
通

信
課
と
新
潟
信
号
通
信
技
術

セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
て
新
潟

信
号
通
信
設
備
技
術
セ
ン
タ

ー
に
な
る
。
酒
田
・
長
岡
・
新

潟
の
３
つ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

セ
ン
タ
ー
も
引
き
続
き
残
す
。 

 

ー
プ
、
他
の
保
線
技
術
セ
ン
タ

ー
で
担
当
し
て
い
る
教
育
安

全
指
導
業
務
と
保
線
課
を
統

合
し
、
新
潟
保
線
設
備
技
術
セ

ン
タ
ー
に
集
約
す
る
。 

土
木
関
係
は
、
工
事
課
と
新

潟
土
木
技
術
セ
ン
タ
ー
を
統

合
し
て
新
潟
土
木
設
備
技
術

セ
ン
タ
ー
と
な
る
。 

派
出
の
体
制
は
村
上
・
長
岡

派
出
に
統
合
し
て
、
柏
崎
派
出

は
執
務
箇
所
と
し
て
は
廃
止

す
る
。 

建
築
関
係
は
、
設
備
部
旅
客

設
備
課
と
新
潟
建
築
技
術
セ
ン

タ
ー
を
統
合
し
て
新
潟
建
築
設

備
技
術
セ
ン
タ
ー
と
す
る
。 

機
械
関
係
は
、
旅
客
設
備
課

の
機
械
グ
ル
ー
プ
と
新
潟
機

械
技
術
セ
ン
タ
ー
を
統
合
し

て
新
潟
機
械
設
備
技
術
セ
ン

タ
ー
と
す
る 

電
力
関
係
は
、
電
力
課
と
新

潟
電
力
技
術
セ
ン
タ
ー
を
統

設
備
系
統
は
、
設
備
部
の
主

管
課
と
各
技
術
セ
ン
タ
ー
を

統
合
す
る
形
で
10
月
に
設
備

技
術
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
。 

●
企
画
部
門
の
再
編 

新
潟
支
社
は
「
本
部
」
に
組

み
込
ま
れ
ず
に
、
単
独
で
支
社

と
し
て
残
る
形
に
な
る
。 

支
社
の
機
関
と
し
て
支
社

長
・
監
査
室
は
そ
の
ま
ま
と
し

て
、
現
行
の
４
部
を
３
部
９
ユ

ニ
ッ
ト
制
に
再
編
す
る
。 

●
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

今
年
10
月
か
ら
全
系
統
で

企
画
部
門
の
業
務
を
順
次
移

管
し
、
新
た
な
運
営
体
制
を
構

築
、
来
年
６
月
の
企
画
部
門
再

編
を
１
つ
の
到
達
点
と
し
て

業
務
の
移
管
・
集
約
等
を
実
施

し
て
行
く
。 

括
セ
ン
タ
ー
、
新
潟
・
長
岡
営

業
統
括
セ
ン
タ
ー
、
新
潟
・
新

津
・
長
岡
運
輸
区
に
再
編
し
、

営
業
統
括
セ
ン
タ
ー
と
運
輸

区
に
つ
い
て
は
業
務
の
連
携

を
図
る
。 

新
潟
支
社
は
単
独
で
残
る

形
に
な
る
た
め
、
車
両
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
支

社
の
所
属
で
残
る
。 

新
潟
地
本
は
４
月
25
日
に
団
体
交
渉
を
行
い
、「
変

革
２
０
２
７
」
の
実
現
に
向
け
た
組
織
の
再
編
に
つ
い

て
の
提
案
を
受
け
ま
し
た
。 

昨
年
12
月
に
本
部
・
本
社
間
で
提
案
を
受
け
た
「
変

革
２
０
２
７
」
の
実
現
に
向
け
た
組
織
の
再
編
に
基
づ

き
、
新
潟
支
社
に
お
け
る
再
編
の
計
画
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
議
論
を
行
い
ま
し
た
。 

 

割
と
一
緒
に
移
っ
て
来
る
社

員
で
あ
り
、
こ
こ
に
保
線
課
の

社
員
が
入
っ
て
来
る
た
め
４

名
体
制
の
職
場
と
い
う
こ
と

で
は
無
い
と
し
ま
し
た
。 

信
号
通
信
技
術
セ
ン
タ
ー

が
改
正
後
に
増
員
さ
れ
る
理

由
を
質
す
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
設
置
し
て
い
る
関
係

の
社
員
を
無
期
限
の
要
員
数

と
し
て
カ
ウ
ン
ト
す
る
た
め

１
名
増
と
い
う
形
に
な
る
と

し
ま
し
た
。 

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の

取
扱
い
を
質
す
と
現
行
通
り

と
回
答
す
る
一
方
で
、
社
員
に

よ
り
コ
ア
タ
イ
ム
の
有
無
が

混
在
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

こ
れ
か
ら
の
検
討
と
な
る
と

し
ま
し
た
。 

  

●
組
織
再
編
の
全
体
像 

支
社
の
業
務
を
そ
れ
ぞ
れ

「
本
社
・
本
部
に
集
約
」「
現
箇

所
で
継
続
」
「
現
業
機
関
へ
移

管
」
の
３
パ
タ
ー
ン
の
組
み
合

わ
せ
で
継
承
・
移
管
し
、
地
域

共
創
部
、
鉄
道
事
業
部
、
企
画

総
務
部
に
再
編
す
る
。 

設
備
系
統
に
つ
い
て
は
、
各

技
術
セ
ン
タ
ー
と
統
合
し
て

「
設
備
技
術
セ
ン
タ
ー
」
と
し

て
現
業
機
関
に
移
行
す
る
。 

現
在
は
新
潟
支
社
の
所
属

で
あ
る
新
潟
鉄
道
健
診
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
10
月
以
降

は
本
社
付
属
機
関
で
あ
る
Ｊ

Ｒ
東
日
本
健
康
推
進
セ
ン
タ

ー
に
所
属
替
え
に
な
る
。 

●
現
業
機
関
の
再
編 

駅
・
乗
務
員
区
は
、
庄
内
統

 

で
色
々
な
職
種
を
含
め
た
経

験
が
出
来
る
と
と
も
に
、
安
全

と
サ
ー
ビ
ス
も
更
に
ア
ッ
プ

し
て
い
く
と
の
考
え
を
示
し

ま
し
た
。 

収
益
と
の
関
係
を
質
す
と
、

新
潟
支
社
単
体
で
収
益
力
が

上
が
る
の
か
は
難
し
く
、
会
社

全
体
と
し
て
収
益
力
を
上
げ

て
行
く
方
向
性
に
つ
い
て
は

変
革
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
等

で
示
し
て
い
る
方
向
に
変
わ

り
は
無
い
と
し
ま
し
た
。 

４
名
と
さ
れ
た
新
潟
保
線

設
備
技
術
セ
ン
タ
ー
の
体
制

に
つ
い
て
質
す
と
、
４
名
は
各

保
線
技
術
セ
ン
タ
ー
か
ら
役

地
本
交
渉
団
は
、
組
織
の
再

編
を
行
う
こ
と
に
よ
る
効
果

を
質
し
ま
し
た
。 

支
社
側
は
、
企
画
部
門
と
技

術
セ
ン
タ
ー
の
統
合
に
よ
り
、

現
場
で
経
験
等
を
積
ん
で
か

ら
支
社
企
画
部
門
と
い
う
形

で
業
務
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

を
し
て
来
た
こ
れ
迄
よ
り
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
図
れ
、
企
画

部
門
で
な
け
れ
ば
経
験
出
来

な
い
業
務
を
柔
軟
に
効
率
的

に
取
り
組
め
る
と
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
仕
事
の
一
部
権
限
委

譲
な
ど
に
よ
り
、
よ
り
柔
軟
に

自
分
た
ち
の
発
想
の
中
で
行

う
こ
と
が
出
来
て
、
早
い
段
階

備
技
術
セ
ン
タ
ー
と
な
る
。 

保
線
に
つ
い
て
は
、
各
保
線

技
術
セ
ン
タ
ー
は
組
織
と
し

て
残
し
、
新
た
に
「
新
潟
保
線

設
備
技
術
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置

す
る
形
に
な
る
。 

●
現
業
機
関
に
つ
い
て 

保
線
関
係
は
、
代
表
保
線
技

術
セ
ン
タ
ー
（
新
潟
保
線
技
術

セ
ン
タ
ー
）
の
保
線
技
術
グ
ル

設
備
部
門
に
関
し
て
は
、
特

に
「
組
織
再
編
に
伴
う
設
備
系

統
の
体
制
見
直
し
に
つ
い
て
」

と
し
て
要
員
体
制
を
含
め
た

提
案
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

２
０
２
２
年
10
月
１
日
を

実
施
日
と
し
て
、
組
織
再
編
に

伴
い
各
設
備
技
術
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
併
せ
て
一
部
技
術

セ
ン
タ
ー
の
体
制
見
直
し
を

実
施
す
る
と
し
ま
し
た
。 

●
企
画
部
門
に
つ
い
て 

支
社
設
備
部
は
、
企
画
課
と

各
設
備
の
３
指
令
が
鉄
道
事

業
部
の
設
備
ユ
ニ
ッ
ト
と
し

て
残
り
、
そ
れ
以
外
は
全
て
現

業
機
関
と
し
て
設
備
技
術
セ

ン
タ
ー
に
体
制
変
更
と
な
る
。 

土
木
・
建
築
・
機
械
・
電
力
・

信
通
は
、
主
管
課
と
技
術
セ
ン

タ
ー
が
一
対
一
で
統
合
し
設

 

 

２０２２年５月１８日（水） 

９時３０分より 

●「鶴岡駅において使用開始前の 
ワンマンミラーを使用した事象」 

に関する申し入れ 
●「ツーマン運転の快速列車を 

異常時にワンマン運転で 
運行したこと」に対する申し入れ 

 

初めての仕事や職場に対する不安や悩

みはありませんか？ 
私たちＪＲ東日本労働組合 
（東日本ユニオン）に 

気軽に相談して 
ください！ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 


